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■
観
光
産
業
…
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
と
ら
え
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
た
体
験
滞
在
型
観
光
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
観
光
客
の
誘
致
拡
大
に
努
め

ま
す
。
エ
コ
パ
ー
ク
平
庭
高
原
に
つ
い
て

は
、
県
が
「
体
験
施
設
」
や
「
交
流
施
設
」

の
建
設
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
平
成
二
十
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、
受
入
体
制
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
…
今
後
も
授
業
方
法
の
改

善
を
図
り
、
少
人
数
加
配
教
員
の
配
置
を

受
け
な
が
ら
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進

に
よ
り
、「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
あ

る
人
間
形
成
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
、
食
の
教
育
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
も
取
り

組
み
ま
す
。

■
学
校
統
合
…
馬
淵
小
学
校
と
五
日
市

小
学
校
の
統
合
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
三
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
保
護
者

や
町
民
に
対
す
る
説
明
会
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

■
高
等
学
校
教
育
の
振
興
…
鐚
巻
高
校

教
育
振
興
協
議
会
に
対
し
、
通
学
定
期
代

の
三
割
助
成
を
新
設
す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
高
校
生
利
用
を
拡
大
す
る
な
ど

通
学
に
重
点
を
お
い
た
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
で
き
る

限
り
支
援
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
…
住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
第
六
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

小
学
校
区
で
安
心
・
安
全
な
居
場
所
を

設
け
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
は
、
町

の
施
策
や
課
題
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
公
民
館
事
業
…
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
各
種
講
座
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

公
民
館
図
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
移
動
図
書
館
車
の
運
行
な
ど
に
よ
り
読

書
の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
や
読
み
聞
か
せ
事
業
等
を

継
続
し
な
が
ら
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
育
成
を
図
り
、

幼
少
時
か
ら
の
読
書
習
慣
を
進
め
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
…
青
少
年
育
成
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
、
青
少
年
の
主
体

的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、「
み

ん
な
で
教
振
十
カ
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

最
終
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
組
織
や
運

動
の
見
直
し
、
地
域
の
教
育
課
題
の
掘
り

起
こ
し
推
進
に
つ
い
て
一
層
の
周
知
を
図

り
ま
す
。

「
森
と
風
の
が
っ
こ
う
」「
子

ど
も
長
期
自
然
体
験
村
・
ス
ノ
ー

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の
支
援
や
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
・
指
導
者
養
成
研

修
、
沖
縄
県
北
中
城
村
へ
の
中
学

生
訪
問
研
修
な
ど
を
行
い
、
人
間

性
豊
か
な
青
少
年
を
育
む
場
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
…
町
民
総
合

体
育
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
な
ど
の
種
目
や
運

営
方
法
な
ど
に
工
夫
を
重
ね
、
町

民
総
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開

催
に
努
め
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、
大
会

の
招
致
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
が
町
民
の

生
活
の
一
部
と
な
る
よ
う
普
及
と
振
興
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
総
合
運
動
公
園
の
野
球
場
や
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
子
ど
も
広
場
を
改
修

整
備
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
芸
術
文
化
の
振
興
…
町
民
の
芸
術
文

化
活
動
の
発
表
の
場
を
提
供
し
な
が
ら
、

各
種
講
座
、
教
室
の
開
催
を
通
じ
て
創
作

活
動
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
俳
句
で
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
よ
り
、
俳
句
に
親
し
む
機
会
を

提
供
し
、
町
民
の
資
質
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

■
国
・
県
道
…
堀
ノ
内
橋
は
、
十
九
年

度
に
下
部
工
、
二
十
年
度
に
上
部
工
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。
岩
瀬
張
地
区
か
ら
江

刈
川
地
区
間
の
県
単
歩
道
環
境
事
業
は
、

引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
庭
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
庭

ト
ン
ネ
ル
早
期
着
工
・
完
成
促
進
住
民
大

会
な
ど
官
民
一
体
と
な
り
、
早
期
着
工
に

向
け
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
町
道
…
坂
待
屋
鷹
ノ
巣
線
と
根
地
戸

線
の
道
路
改
良
工
事
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

■
災
害
…
昨
年
十
月
の
大
雨
洪
水
被
害

の
町
内
土
木
等
施
設
災
害
の
査
定
額
は
、

県
事
業
分
が
六
十
一
カ
所
、
十
七
億
八
千

七
百
九
十
二
万
円
で
す
。
県
は
、
元
町
川

を
災
害
関
連
事
業
と
し
て
申
請
し
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
（
事
業
費
は
五
億
一
千
九
百

二
十
六
万
円
）。
町
事
業
分
は
、
百
十
四
カ

所
、
十
一
億
四
千
八
百
四
十
九
万
円
の
査

定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
十
八
年
度
か
ら
三
年
間
で
執

行
・
完
了
と
な
る
も
の
で
、
十
九
年
度
が

実
質
的
な
災
害
復
旧
の
年
に
な
り
、
事
業

費
は
二
十
九
億
八
千
五
百
六
十
四
万
円
、

全
体
の
九
八
％
の
執
行
と
な
り
ま
す
。

■
バ
ス
交
通
対
策
…
町
内
で
運
行
し
て

い
る
二
路
線
に
対
し
、
引
き
続
き
関
係
町

村
と
連
携
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
路
線

の
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
路
線
バ
ス

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
非
バ
ス
利
用

者
も
含
め
た
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

■
地
域
情
報
化
の
推
進
…
小
屋
瀬
、
元

木
地
区
の
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
に
努

め
ま
す
。

■
住
民
参
画
の
推
進
…
町
民
の
満
足
度

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
と
行
政
が
共
に
考
え
決
定
し
て
い
く
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
地
域
担
当
職
員
に
よ
る
行
政
情

報
の
提
供
、
審
議
会
な
ど
へ
の
公
募
枠
設

置
を
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
機

会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

地
域
と
行
政
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め

に
自
治
会
な
ど
が
自
主
的
・
主
体
的
な
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
「
光
り
輝
く
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
な
ど
の
支
援
事
業
を

進
め
ま
す
。

■
情
報
の
共
有
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
行
政
情
報
の
発
信
に
よ
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
鐚
巻

の
魅
力
的
な
情
報
を
発
信
し
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

針方政施

主
要
施
策
5

人
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

主
要
施
策
6

交
流
を
広
げ
、
誇
り
を

も
っ
て
情
報
発
信
す
る

ま
ち
づ
く
り

文化活動の発表の場として継続している地区文化祭

主
要
施
策
7

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

光り輝くまちづくり支援事業の助成を受けて
開催された「舞スマイルダンス教室発表会」

3月定例議会から WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW

19年度予算や条例
など24議案を可決
鐚巻町議会３月定例会では、平

成19年度一般会計当初予算や補正

予算、鐚巻町職員定数条例の一部

改正など24議案が審議され、原案

どおり可決されました。

主な内容は、次のとおりです。

●副町長の定数を１人に決定

地方自治法の一部改正に伴い、

助役に代わる「副町長」の定数を

１人としました。また、収入役が

廃止され、「会計管理者」が置か

れます。

●特別職の給料・報酬の減額と委

員定数の削減

特別職の職員の給与に関する条

例等が一部改正され、引き続き本

年７月まで、町長の給料月額は

60万円、副町長50万円、教育長

49万円に減額されます。

選挙管理委員は、日額から月

額報酬（委員長12,000円、委員

9,000円）に、統計調査員は、

年額から日額報酬（4,000円）

になります。その他の委員は、

改正前の日額報酬から1,000円

の減額（おおむね4,000円）と

なります。

また、町防災会議条例ほか９

つの条例で、委員定数を大幅に

削減しています。

●町職員の定数を180人に削減

昨年度に引き続き、職員の定

数を見直し、190人から180人に

削減しました。

●町職員の休息時間を廃止

国や県に準じて、職員の休息時

間を廃止しました。

これに伴い、一般的な職員の勤

務時間は、午前８時30分から午後

５時30分まで（休憩時間は正午か

ら午後１時）となります。（鐚巻

病院や保育園等を除く）

●町国民保護計画を策定

武力攻撃やテロなどの事態から

町民を守るために法律に基づき策

定した「鐚巻町国民保護計画」に

ついて、議会に報告しました。同

計画の内容は５月号でお知らせし

ます。


